
キーパットマニアル P-1
（アイコム専用：ﾗﾊﾞｰｽﾀﾝﾌﾟ送信は簡易縮小版（メイン画面のマニアル参照））

・個人マクロ作成（結果はＰ－３）
変換前のﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽを登録
登録方法はＰ－２及びＰ－３を参照

・リグへデータ送信
選択後、ここをクリックするか、
直接データ欄をダブルクリック
でリグへデータを送信

・ 行をダブルクリックで
送信

・メッセージ欄
各種情報を表示します。
Ｐ－２に全文を記載

・コンテスト番号
右のコンテスト番号を＋１
ダウンは右の下屋↓をクリック

・コンテストの桁数設定
「３」ケタにすると
００１→００２となります。

・マニアル
この画面を表示

「Ｐ－３」で設定の内容がＭａｃｒｏ変換されてここに表示
Ｐ－２、Ｐ－３を参考
検索の都度、Ｍａｃｒｏ変換されて実際の送信分がここに表示される

ワーク欄が未記入の場合
未変換となる

(#1⇒E5DWC）

（コンテスト番号の例）

※ この画面は初期は絶えず最前面に
表示されます。
終了時の画面位置、高さを
環境へ自動保存します。
「Ｆ⇒Ｂａｃ」ボタンで解除可

※ 自動マクロ変換

ＣＷモード以外の場合は自動
マクロ変換は実施されません。

マニアル最終修正日：２０１６／０５／０５

・テキスト送信
下のテキストボックスの
内容を「ＴＥＸＴ再送」ボ
タンで送信されます。
右の「Ｃ」ボタンでクリア
されます。
１文字送信の内容もここに追加

・１文字送信
キーボード入力の都度送信

・最前面表示解除
Ｂａｃｋ画面に設定出
来る様になります。

（起動初期は最前面
表示となります。）



メモ欄全文 P-2

★ マクロ変換簡易説明 ★
ここをクリックで画面が 「拡大 ⇔ 縮小」
マウスのセンターボタンクリックでも使用説明が確認可
-------------------------------------------------
マクロ送信のデータは、「検索実施」「ＲＳＴ書換」で「ＣＷ
モード」時に自動的にワーク欄のデータでマクロ変換
-------------------------------------------------
Macro送信のテキストを「ダブルクリック」or「リグへデータ送
信」ボタンクリックでｉｃ－リグに送信
先頭に「’」の行はメモとして送信しません。
------------------------------------
マクロは作業メインのワーク欄の内容により次に変換
＃０＝コンテスト番号
＃１＝相手のコールサイン
＃２＝相手RST
＃３＝相手の名前
＃４＝ＧＭ、ＧＡ、ＧＥに相手エリアＴＩＭＥで自動変換
＃５＝左のテキスト＃５の文字
＃６＝左のテテキスト＃６の文字
＃７＝左のテテキスト＃７の文字
＃８＝左のテテキスト＃８の文字
＃９＝予備
＄０＝自局コールサイン

------------------------------------
★ コンテスト番号の設定方法



マクロ作成原文修正 P-3
（Ｐ－１~２と合わせてみてください。）

マクロは作業メインのワーク欄の内容で検索の都度変換される
＃０＝コンテスト番号
＃１＝相手のコールサイン
＃２＝相手RST
＃３＝相手の名前
＃４＝（ＧＭ、ＧＡ、ＧＥ）相手のエリアの時間により自動変換
＃５＝Ｐ－１設定＃５の文字
＃６＝Ｐ－１設定＃６の文字
＃７＝Ｐ－１設定＃７の文字
＃８＝Ｐ－１設定＃８の文字
＃９＝予備
＄０＝自局コールサイン

変換結果はＰ－１参照

（S0、又は、直接コールを記載しても良い）

（各自で自由に設定可）

変更後に要登録
「CW.TXT」に書込
「CW.TXT」のへの直接書込もＯＫ

（＃１がワーク欄のコールサインに変換）

（＃２がワーク欄のＲＳＴに変換（599⇒5NN））

（＃３がワーク欄の名前欄に変換）

（コンテスト番号の例）

（先頭に「’」が有ると誤ってクリックをしても未送信）

（先頭に「’」が無いと誤ってクリックをすると送信されるので注意）



外部キーパットの切替 P-4

アイコムのリグの場合は外部キーパットを使用できますが、４つのボタンしか設定できません。
これを「クリスマス、正月、コンテスト」など別に作成しておき、簡単に切り替えできるようにしたものです。
（リグ内で内容を設定するのは大変ですが簡単に作成できて切り替えられます。）
4行ごとに上からボタン１、２，３、４となります。

・各ボタンでグループの内容がリグに書き込まれます。 ・「KEYPAD.TXT」へ書込み


